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願いを込めて七夕かざり
山都デイサービスセンターでは「いつまでも元気で暮らせますように」「元気で長生きしてデイサービ
スに来られますように」と願いを込めながら、七夕の飾りつけをしました。皆さんこれからも笑顔でい
きいきと過ごしていただきたいです！



◎「ふれあいいきいきサロン」
　への活動支援
　高齢者同士が交流を深め、助け合い・
支え合いながら健康で楽しい生活を
送っていただくことを目的に「ふれあい
いきいきサロン」の開設と運営を支援し
ました。
◆サロン数	 39ヶ所

◎ミニサロン等交付事業
　住民自らが地域の繋がりを深め、住
み慣れた地域で安心して暮らせる地域
づくりを行う活動に対し、行政区を単位
として交付金を交付し活動の支援を図
りました。
◆ミニサロン等事業	 12行政区
◆交流事業	 4行政区

◎高齢者生きがい事業
　陶芸教室の開催（塩川支所）
◆会員数	 29名
◆活動日数	 96日

◎福祉と介護の出張講座
　市内の学校や公民館、団体等の要請
に応じ、福祉に関する講座へ職員の派
遣を行いました。
◆派遣回数	 11回
◆参加者数	 408名

◎ニュースポーツ体験事業
　ボッチャやスカットボールなどニュース
ポーツの体験を通し、ノーマライゼーショ
ンの理解促進や世代間交流を図りました。
◆参加者数	 42名

令 和 ３ 年 度  主 な 事 業 報 告
◎第17回喜多方市社会福祉大会
◆表彰	 社会福祉大会長表彰  6件
	 社会福祉大会長感謝13件
	 中央共同募金会長感謝  1件
	 県共同募金会長感謝（寄附）22件
	 （奉仕）27件
◆記念講演
	「イタリアで暮らしていた住職のお話し」
◆講師	 浄土宗長泉寺住職 油谷充恩 氏
◆参加者数	 140名

◎介護職員養成・定着化事業
　（介護パワーアップ事業）
　介護職員不足の解消を図るため、介護
人材の育成と介護職員の安定的雇用に
つなげるため各種事業を実施しました。
1）介護職員初任者研修（夜コース）
◆受講者数	 14名
2）キャリアアップ研修支援事業
◆初任者研修受講費助成	 9件
3）介護職員就労定着奨励金事業
◆奨励金支給
　市内在住者	 14名
　市外在住者	 5名

◎家族介護者交流事業
　在宅で高齢者等を介護する家族の心
身のリフレッシュと介護者同士の交流を
目的として日帰りリフレッシュ事業を実
施しました。
◆参加者数	 14名

◎おもちゃ図書館事業
　おもちゃや絵本を通して、子ども達が
人間性豊かに成長することを支援する
とともに、保護者同士の交流の場を提
供いたしました。
◆開館日数	 118日
◆年間利用人数（延べ）	 2,225名

◎支部社協事業の活動支援
　安心して暮らせるまちづくりの形成を
地域全体で推進していくための支部社
協活動を支援しました。
◆支部社協	 7支部

◎福祉団体の育成支援
　市民が主体となって取り組む地域福
祉団体の事務局として育成支援を行い
ました。
◆支援団体数	 11団体

◎車椅子同乗車両貸出事業
　一般車両への乗降が困難な方の生活
の利便性に役立つことを目的とし、車
椅子に乗ったまま乗車ができる車椅子
同乗車両の貸出しを行いました。
◆貸出件数	 9件

◎車椅子貸出事業
　高齢者や障がい者の方の通院や家族
旅行など、短期間の車椅子使用に無料
貸出を行いました。
◆貸出件数	 37件

◎児童・生徒のボランティア活動
　普及事業
　心豊かな児童・生徒を育成するため、
市内小・中・高等学校をボランティア活
動普及事業協力校として指定し活動を
推進しました。
◆指定校数	 小学校  17校
	 中学校　7校
	 高等学校2校

◎サマーショートボランティアスクール
　高齢者や妊婦等の擬似体験やボラン
ティア体験を通して、相手の立場を理解
するとともに「福祉」や「ボランティア」
について学び、福祉の心を育む機会と
して実施しました。
◆参加者数	 44名

記念講演（油谷充恩氏）

福祉と介護の出張講座（堂島公民館）

ミニ運動会ボッチャ体験高齢者擬似体験

花園サロン（出前講座）
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福祉活動支援金は、地域の皆様のご理解に
より令和3年度において6,364,882円のご協力
を頂きました。
本会ではこの貴重な財源をもとに様 な々福祉

活動や、地域を支えるボランティアの養成事業などに活用いたしました。
引き続き、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　児童生徒のボランティア活動普及事業、ボランティ
ア活動の推進、おもちゃ図書館事業、高齢者サロン事
業、喜多方市社会福祉大会、社協だよりの発行　等

福祉活動支援金の使い道福祉活動支援金の使い道

福祉活動
支援金の御礼と
ご協力のお願い

◎子育て支援ボランティア
　本会で実施しているおもちゃ図書館
での活動のコーディネートを行いまし
た。
◆ボランティア登録者数	 3名
◆ボランティア活動回数	 11回

◎生活支援体制整備事業
　地域における支え合いのまちづくりを
推進するため、地域の生活実態、ニー
ズの把握に努めるとともに、支え合い
の仕組みを住民主体で話し合う場として
「生活支援支え合い会議」の設立に取
り組みました。
◆生活支援支え合い会議の新規設置
関柴地区	 令和3年 ７月26日設立
慶徳地区	 令和3年11月22日設立
岩月地区	 令和3年11月23日設立

◎地域包括支援センター事業
　高齢者の総合相談窓口として、介護
予防や権利擁護事業等に取り組みまし
た。
◆相談対応件数	 12,712件
◆介護予防等事業	 31回
◆関係機関との連携	 245回
◆地域ケア会議	 23回
◆ケアマネ相談室	 10回

◎生活サポートセンター事業
　就業や生活上の不安、心配ごとを抱
え経済的に困窮している方の自立に向
けた支援や、就労・健全な家計にする
ための支援を行いました。
◆自立支援プラン策定件数	 34件
　内）家計再生プラン件数	 10件
◆就労決定件数	 20件

◎就労体験事業
　引きこもりや障がいなどから一般就
労が難しい方を対象に、労働や他者と
のコミュニケーションを図る機会として、
また生活リズムを整え一般就労に向け
たきっかけづくりとするため、本会での
軽作業の場を提供しました。
◆実施回数	 15回

◎小口生活援助資金の貸付
　低所得者の緊急な生活支援として5万
円を限度とする資金の貸付を行いました。
◆貸付件数	 30件

◎新型コロナウィルス特例貸付
　新型コロナウィルスの影響を受け休業
等により収入の減少がある世帯に対し、
申請受付と相談支援を行いました。
◆緊急小口資金特例貸付	 119件
◆総合支援資金生活支援費特例貸付	 248件

◎フードバンク事業
　企業や団体、市民の方から寄付いた
だいた食料品や日用品を生活にお困り
の世帯や市内のこども食堂などに提供
をしました。
◆食料品提供実績数	 （延べ）268回
◆こども食堂への提供実績	（延べ）16回

◎日本赤十字社及び
　赤い羽根共同募金運動への協力
　人道・博愛を目的とした日本赤十字
社事業並びに民間社会福祉事業の財源
となっている赤い羽根共同募金運動に
対して協力しました。
◆日赤社資実績額	 6,558,876円
◆共同募金実績額	 7,267,255円
◆歳末たすけあい募金実績額	 4,295,749円

◎災害義援金・海外救援金
　被災地復興支援のため義援金の協力
をお願いしました。
◆令和3年2月福島県沖地震災害義援金	 40,185円
◆令和3年7月大雨災害静岡県義援金	 87,666円
◆令和3年7月大雨災害義援金	 87,667円
◆令和3年8月大雨災害義援金	 10,112円
◆令和3年台風第9号等大雨災害義援金	 10,112円
◆令和4年3月福島県沖地震災害義援金	 206,222円
◆2021年ハイチ地震救援金	 20,000円
◆トンガ大洋州噴火津波救援金	 9,990円
◆ウクライナ人道危機救援金	351,716円

◎朗読・点訳ボランティア
1）『声の広報』の編集・発行
　視覚障がい者の方を対象とし、朗読
ボランティア「せきれいの会」が朗読し
録音した「広報きたかた」を『声の広報』
として届けました。また、ダイナム福島
塩川店の朗読により物語を録音し届け
ました。
◆年間利用件数（延べ）	 48件
◆ボランティア登録者数	 7名
2）点訳ボランティアの養成
　点訳サークル「eyeの会」の点訳勉強
会や点訳物の作成に対し活動支援を行
いました。
◆会員数	 4名

◎福祉レクリエーションボランティア
　市内のサロン等へ出向きレクリエー
ションを行う活動のコーディネートを行
いました。
◆ボランティア登録者数	7名(2グループ）
◆ボランティア活動回数	 6回

◎児童生徒の福祉作文集
　「ちいさなて」の発刊
　ボランティア協力指定校の協力を得
て、児童・生徒の福祉に関する思いや
考え、日常や学校でのボランティア体験
等をつづった福祉作文集「ちいさなて」
を発刊しました。また、優秀作文5編を
選考し、第17回喜多方市社会福祉大会
の席上で発表、表彰を行いました。

◎寄付本による募金
　市民の方より寄付していただいた本な
どをリサイクルして換金し、共同募金に
寄付をする取り組みを通して、共同募金
に対する理解促進を図りました。
◆寄付物品数	 3,009点
◆募金実績額	 35,885円

お寄せいただいた寄付本

関柴サロンでのレクリエーション
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費　用収　益

事業収益
10,252,119

児童館運営受託事業
31,242,532

指定管理施設
運営事業
151,673,388

地域福祉事業
184,633,975

法人運営事業
75,778,163

障がい福祉事業
8,798,196

介護事業
385,357,320

負担金収益
517,240

介護保険
事業収益
330,903,805

受託金収益
367,293,778

補助金収益
86,434,188

寄付金収益
14,738,479

会費収益
2,847,000

その他の収益
9,963,838

障がい福祉
サービス
事業等収益
7,212,890

令和３年度 決算報告令和３年度 決算報告
貸借対照表� （単位：円）

資産の部 負債の部
流動資産 226,467,407 流動負債 125,872,206
現金預金 132,427,951 未払金 90,826,394
未収金 91,139,725 １年以内返済予定リース債務 6,680,880
立替金 854,934 預り金 336,060
前払金 156,797 職員預り金 85,811
短期貸付金 1,888,000 賞与引当金 27,943,061
固定資産 628,102,871 固定負債 396,014,963
基本財産 5,000,000 リース債務 9,407,880
　定期預金 5,000,000 退職給付引当金 386,607,083
その他の固定資産 623,102,871 負債の部合計 521,887,169
　建物 3,214,615 純資産の部
　構築物 123,836 基本金 5,000,000
　機械及び装置 1 基本金 5,000,000
　車両運搬具 11,090,172 基　金 90,119,200
　器具及び備品 4,117,784 社会福祉基金 64,009,200
　有形リース資産 16,088,760 生活困窮者対策事業基金 26,110,000
　退職給付引当資産 328,219,043 国庫補助金等特別積立金 5,971,664
　積立資産 260,049,200 その他の積立金 169,930,000
　その他の固定資産 199,460 次期繰越活動増減差額 61,662,245

（うち当期活動増減差額） -3,740,142
純資産の部合計 332,683,109

資産の部合計 854,570,278 負債及び純資産の部合計 854,570,278

＜サービス活動増減の部の内訳＞ （単位：円）

（令和４年３月31日現在）

事業活動計算書� （単位：円）

収　　益 費　　用 差　　異
サービス活動増減の部 830,163,337 837,483,574 -7,320,237
サービス活動外増減の部 3,350,097 0 3,350,097
特別増減の部 1,373,999 1,144,001 229,998
合　　計 834,887,433 838,627,575 -3,740,142

（当期活動増減差額）
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成年後見相談センターは、成年後見制度に関する説明・相談などを、対象者に適した相談窓口
や機関の紹介、広報・研修をとおした成年後見制度の利用促進を図ることを目的とした機関です。
令和４年４月１日より喜多方市からの委託事業として本会が事業推進しています。
なお、成年後見相談センターでの相談は無料ですので、お気軽にお問合せ、ご相談ください。

成年後見相談センターが実施していること

〇成年後見制度全般の説明・相談
〇適切な相談窓口、機関の紹介
〇成年後見制度の利用に向けた専門職への相談
〇申立手続きの支援
〇成年後見制度の利用を検討するための専門職
会議の開催
〇出前講座や研修会の開催　　など

～成年後見相談センターでの相談は無料です。～

～あなたやご家族などに、このような困りごとや心配ごとはありませんか？～

「喜多方市成年後見相談センター」を開設しました。

～　みなさんの権利を守るために　～

お問合せ先

喜多方市成年後見相談センター

〒９６６－００４３
喜多方市字上江３６４６－１
（喜多方市総合福祉センター内）

【TEL】０２４１－２３－７３７３
【FAX】０２４１－２３－３２９６

（喜多方市社会福祉協議会　権利擁護推進室）
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コロナウイルス感染拡大防止のため、開催を自粛していた高齢者生産活動センターまつりを、６月
12日、3年ぶりに開催しました。感染対策を徹底し例年より規模を縮小しての開催でしたが、会場に
は開催を楽しみにされていた160名近い来場者がありました。会員が日頃培ってきた技能を活かした
力作、良作が格安で販売され、来場者はお気に入りの生産品を手に取り、会員と和やかに交流され
ていました。陶芸、わら工芸グループによる体験教室も行われ、大盛況のうちに幕を閉じました。

別府行政区の蓮沼さんから、塩川いきいきセンターへ、「寄せ植え」と丹精込めて育てた「アマリリ
ス」「孔雀サボテン」「バラ」の鉢植えをいただきました。
蓮沼さんが愛情こめて育てた色鮮やかな花々は玄関を華やかに彩って、来館される方々や職員の
気持ちを明るく和ませてくれます。ご来館の際は、是非ご鑑賞ください。

6月2日、山都町赤十字奉仕団の
ボランティア活動の一環として、しゃ
くなげホームの除草作業と花植えが
行なわれました。今年はマリーゴー
ルド・サルビア・ブルーサルビア・ベコ
ニアなどを植えました。デイサービス
利用者さまや来館された方々を、き
れいな花がお出迎えしています。

社 協 トピッ ク ス
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中央デイサービスセンターではツル
ハドラッグ喜多方上江店様のご協力の
もと、買い物リハビリを実施しました。
歩くことや手を伸ばすなど体を動かす
だけでなく、並んでいる商品を見て自分
で選ぶ楽しみも買い物ならではです。参
加された利用者さんからは「久しぶりに
買い物に行って楽しかったなぁ」などの
声が聞かれました。

本会の本所・各支所では季節の行事として、短冊に願い事を書いたり、七夕の飾りつけを行
いました。日本では江戸時代から行われていたと言われる七夕の行事、今年も各所できれいに
飾られました。

すっと背すじが伸び、上品な佇まいの外山さ
ん。散歩やラジオ体操で体を動かし、「自分のこ
とは自分で行う」ことが長寿の秘訣だそうです。
これからも健康に留意され、
いつまでも明るく楽しい日々
を送られますようお祈りいた
します。

外山　峯さん　大正11年6月生まれ
とやま　　　　　 みね

塩川支所（デイサービス） 高郷支所（デイサービス）

本所（おもちゃ図書館）

熱塩加納支所（入口ホール）
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・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めれば
よいかわからない

・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない

・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、
　治療費が払えない
・お金も食べ物もない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

生活の状況を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

新型コロナウイルス特例貸付の申請期間延長のお知らせ
　福島県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付対象世帯を低所得世
帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、償還免除の特例を設けた緊
急小口資金等の特例貸付を実施しています。市町村社会福祉協議会の窓口で申請を受け付けており
受付期間が令和４年８月末迄に延長になりました。
　ご準備いただく書類等がございますので、事前に下記までご連絡ください。
　総合支援資金（延長、再貸付）の受付は終了しております。

●本　　　　所　☎0241-23-3231
●熱塩加納支所　☎0241-36-3112
●塩 川 支 所　☎0241-27-3948

●山 都 支 所 ☎0241-38-3100
●高 郷 支 所 ☎0241-44-7111

お問合わせ先 社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会

生 活サポート センター
からの

らせお知

　就労に不安がある方、社会に出るきっか
けが必要な方を対象に就労体験事業を行っ
ています。
　社会福祉協議会内にて、就労体験を行い、
次のステップへ踏み出してみませんか？

＊体験内容は、フードバンクの仕分け作業、イベント会場設営、
　施設内清掃、花植え作業、除草、除雪などです。

ながく仕事から
離れていて就労に

不安がある

仕事が
長続きしない

社会との
かかわりが苦手で
就労に自信が

ない

自分に
向いている仕事が

わからない

就労体験事業を行っています

開催日時

会　　場

対 象 者

受 講 料

申 込 み

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL 0241-23-3231お問合わせ

　地域の高齢者サロンや福祉施設等で活躍するボランティアを養成するため、福祉レクリエー
ションボランティア養成講座を開催します！
　ボランティアに参加してみたいと思っている方や興味のある方はお気軽にご参加下さい。

【第１講】 令和４年９月２2日（木） １3：3０～１5：3０
 講　師：特定非営利活動法人　ひめさゆりくらぶ
【第２講】 令和４年９月２9日（木） １3：3０～１5：3０
 講　師：特定非営利活動法人　ひめさゆりくらぶ
【第３講】 令和４年10月６日（木） １3：3０～１5：3０
 講　師：本会登録ボランティア　ぱちぱちガールズ
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喜多方市総合福祉センター　2階　多目的ホール　　
住所：喜多方市字上江３６４６番地1
レクリエーションボランティアに興味のある方で、原則として３講受講できる方。
また、社会福祉施設等の職員で地域貢献活動に取り組むことの出来る方。
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－ぼらせん通信－ VOL.13

「令和４年３月福島県沖地震災害義援金」のご報告

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

皆さまからご協力いただきました義援金は２０６，２２２円となりました。
お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社福島県支部喜多方市地区及び福島県共同募金会
喜多方市共同募金委員会を通じて、全額が被災地に届けられました。
皆さまの温かいご支援とご協力に感謝申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を心より

お祈り申し上げます。
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　令和４年１月より、プルタブのみでの収集を終了し、タブを付けたままのアルミ缶での収集とさせていた
だいております。（アルミ缶の方がリサイクル価値があり、またタブを無理に取るのは危険な為）
　タブは取らずにアルミ缶そのものの状態でお待ち下さいますよう、ご協力をよろしくお願いいたします。
※なお、スチール缶は取り扱っておりません。

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

「かくれ脱水」のチェック

脱水症早期、あるいは前段階の状態を「かくれ脱水」といいます

□足のスネに“むくみ”がでるようになった。
　靴下のゴムのあとが、
　脱いだ後に10分以上も残る。

□くちの中がねばつくようになった。
　食べ物がパサつく。
　つばが少なくてつばをゴクンと
　飲めないことがある。

□皮膚がカサつくようになった。
　皮膚につやがなく、乾燥している。
　ボロボロと皮膚がおちる。

□以前よりも皮膚の張りがなくなった。
　手の甲をつまみあげて離した後に、
　つまんだ跡が3秒以上も残る。

□便秘になった、あるいは以前よりひどくなった。
　下剤（便秘薬）を使う頻度が増えた。

最近、あなたのカラダに、今までなかった次のような変化が現れてはいませんか？

自力で水が飲めない、応答がおかしい時は、
ためらわずに救急車を呼びましょう！

便
秘
薬

●熱塩加納サブセンター 0241（36）2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内

●塩川サブセンター　　 0241（27）4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●本所　0241（21）8856  喜多方市総合福祉センター内
●山都サブセンター 0241（38）3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内

●高郷サブセンター 0241（44）7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

通常の営業日：月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く）　8時30分～17時15分

※事前にご予約をいただき、相談対応いたします。

延長相談：事前予約制（祝日、年末年始を除く）　17時15分～19時30分

　地域包括支援センターとは、介護、医療、保健、福祉などの側面から
高齢者を支える「高齢者の総合相談窓口」です。
　喜多方市内にお住まいの高齢者自身からの相談はもちろん、ご家族や
友人、近所の方からの相談も受け付けています。お気軽にご連絡ください。

高齢者の多くは水分不足です！
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中�

花
見
秀
一
郎

宇
津
野�

遠
藤
　
義
成

金
屋�

遠
藤
　
　
学

半
在
家�

原
　
　
福
雄

水
沢�

上
杉
　
典
也

日
中�

遠
藤
　
秀
明

板
の
沢�

山
口
　
恒
雄

日
中�

瓜
生
　
　
猛

黒
川�

遠
藤
　
義
浩

新
崎�

仲
川
昭
十
四

鷲
田�

山
本
　
健
一

根
岸�

横
山
　
憲
一

田
中�

荒
川
　
和
則

野
辺
沢�

小
林
　
政
彦

西
常
世�

金
子
　
　
豊

下
利
根
川�

高
畑
　
文
男

第
8
区�

秋
山
　
道
昭

第
11
区�

齋
藤
　
新
一

新
井
田�
酒
井
美
喜
子

別
府�
遠
藤
　
信
春

宮
ノ
目�

田
中
　
周
一

中
屋
敷�

小
林
　
　
博

万
力�

渡
部
　
欣
哉

第
5
区�

松
田
　
麻
子

下
遠
田�

星
　
　
慶
喜

深
沢�

平
塚
　
徳
雄

上
窪�

鈴
木
　
光
憲

第
12
区�

皆
川
　
和
男

田
原�

大
竹
　
博
男

第
13
区�

猪
俣
　
廣
治

新
井
田
谷
地�

斎
藤
　
　
誠

赤
星�

大
塚
　
秀
一

金
川�

尾
﨑
　
久
二

上
利
根
川�

戸
田
　
　
均

上
遠
田�

吉
田
　
優
一

第
6
区�

伊
藤
　
修
一

広
野�

齋
藤
　
一
男

木
曽�

遠
藤
　
　
俊

寺
内�

齋
藤
　
　
暢

三
ツ
山�

加
藤
　
長
栄

藤
沢�

相
原
　
良
夫

寺
内�

金
子
　
真
惟

本
木�

高
橋
　
知
文

千
咲
原�

大
塚
　
　
領

千
咲
原�

大
竹
　
雅
代

沼
ノ
平�

田
中
　
一
啓

舘
原�

大
関
　
浩
二

広
野�

氷
室
　
　
剛

舟
引�

竹
田
　
友
一

中
反�

中
島
　
辰
雄

堂
山�

田
代
　
光
司

木
曽�

土
田
　
伸
子

宮
月�

鵜
川
　
一
雄

東
羽
賀�

齋
藤
　
勇
幸

西
黄�

田
代
　
昭
雄

西
羽
賀�

大
竹
　
　
勉

吹
荻�

栗
田
　
克
志

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
令
和
4
年
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
6
月
30
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

塩
川
地
区

熱
塩
加
納
地
区

高
郷
地
区

山
都
地
区

喜
多
方
地
区

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

物
品
に
よ
る
寄
付

一
般
寄
付
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編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

この事業は、ご家庭で要介護者の方を介護さ
れている市民の方を対象に、一時的に介護
を離れ、話し合いの機会や研修の場を通して
介護者同士の交流を持つとともに、心身とも
にリフレッシュしていただき、今後の介護に
役立てていただくことを目的としています。

【対象者】喜多方市民の方で、介護保険の要支援、要介護の認定を受けて
いる方を在宅で常時介護している家族の方。※申込者多数の場
合は、締切日前でも受付を締め切ることがありますのでご了承下
さい。

【申込み】①参加される方のお名前 ②ご住所 ③電話番号 
④担当の介護支援専門員 ⑤介護を必要とされて
いる方のお名前 ⑥介護度 ⑦ご希望のコース ⑧集
合場所までの送迎の有無

以上の内容を喜多方市社会福祉協議会本所・各支
所・地域包括支援センターへ電話でお申込みください。

募集締め切り後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。

【その他】リフレッシュ事業に参加される際は、担当の介護支援専門員と相談
され、ショートステイ、デイサービス、ホームヘルプサービスなどの
介護サービスをご活用ください。

※上記のコースのうち、１家族につき１回参加できます。申込期間前の
申込みは受付できませんのでご了承願います。
※両コースともアルコールの提供はありませんので、ご了承願います。

日　時 １０月４日（火）
9:00出発　16:30帰着

“会津を楽しもう”よ
くばりバスの旅。「田季
野」で輪箱飯と郷土料
理。茶室「麟閣」でお抹
茶。お楽しみ体験も用意
します。もちろん参加者
交流会でいっぱい話し
ましょう。

日頃の介護のことな
ど話し合う交流会を兼
ねて、おしゃれに豪華な
シェフのおすすめフル
コースを楽しみましょ
う。

１０月２０日（木）
17:45出発　21:00帰着

場　所 会津若松市内

２０名

会津若松ワシントンホテル

Ａ よくばりバス旅行コース Ｂ ディナーコース

１５名

負担金

内　容

申込期間

募集予定人員

２，０００円

日帰りリフレッシュ

令和４年８月８日（月） ～ ９月３０日（金）

令和４年度
『ふれあい社会福祉講座』のご案内

令和４年度
『ふれあい社会福祉講座』のご案内
　社会福祉に対する関心と意識の向上を図るため、市民の
皆様を対象とした『ふれあい社会福祉講座』を開催します。

会　場　喜多方市総合福祉センター　　　　　　　　　
　　　 （喜多方市字上江3646番地1）
聴講料　無料

第１講
令和4年9月21日（水）午後1時30分～3時
テーマ　「鍼灸の特性を活かしたツボ健康法や病気の予防法」
講　師　公立大学法人福島県立医科大学会津医療センター
　　　　漢方医学講座　教授　鈴木雅雄氏

第２講
令和4年9月28日（水）午後1時30分～3時
テーマ　「学びを活かした地域おこし」
講　師　ＮＰО法人かけはし　代表理事　石島来太氏

詳しい内容につきましては、本会ホームページ、Facebook
及びチラシ等でもお知らせいたします。（現在作成中）

　令和4年度ふれあい社会福祉講座は、新型コロナウィル
ス感染症対策として、次のように取り組みながら開催いた
します。ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
（１）全2講の開催とします。
（２）定員 80名（先着順、定員になり次第締め切らせてい

ただきます）
 ※原則2講とも受講できる方とします。
（３）申込 本所・各支所へ電話または来所による申込み
 【①氏名　②郵便番号　③住所　④連絡先】を

お伝えください。
（４）申込期間　令和4年8月15日(月)～9月9日(金)
（５）来場者には、①検温　②手指消毒　③マスク着用をお

願いします。検温37.5度を超えた場合は体温計による
再検と体調を確認し、体調が悪い場合にはご参加をお
控えください。

（６）事前申し込みのない方はご参加いただけません。

第４回ふれあいきたかた社協まつり

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

展示コーナーやイベントをとおして、社協が行っている活動を
皆様に知っていただくことはもちろん、災害時の備えや自分
の街を考える機会としてぜひお気軽にお立ち寄りください！！
職員一同、みなさまのお越しをお待ちしております♪

令和４年９月３日（土）９：3０～１２：3０
喜多方市総合福祉センター
○ボッチャ体験　○水消火器による的あて消火訓練　
○子供用救護服、子供用看護服の写真スポット　○市内授産施設販売ブース　など！

と  　き
ところ
内　容

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、中止
する場合がございます。

お 知 ら せ － information   －
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